
平
成
二
十
二
年
三
月
十
八
日
提
出

質

問

第

二

八

二

号

製
造
業
と
雇
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎

282



製
造
業
と
雇
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

三
月
の
月
例
経
済
報
告
に
よ
る
と
、
景
気
は
、
着
実
に
持
ち
直
し
て
き
て
い
る
が
、
な
お
自
律
性
は
弱
く
、
失
業
率
が
高
水

準
に
あ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
雇
用
情
勢
に
厳
し
さ
が
残
る
も
の
の
、
景
気
の
持
ち
直

し
傾
向
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
懸
念
、
デ
フ
レ
の
影
響
な
ど
、
景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク

が
存
在
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
財
務
省
「
法
人
企
業
統
計
季
報
」
で
は
、
製
造
業
・
非
製
造
業
別
の
企
業
収
益
額
に
つ
い
て
、
直
近
の
二
〇
〇
九
年

七－

九
月
期
に
お
い
て
、
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
三
十
二
�
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

民
主
党
政
策
集
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
二
〇
〇
九
で
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
見
直
し
と
し
て
、
常
用
型
以
外
の
派
遣
、
製
造
業
務

派
遣
、
雇
用
期
間
が
二
ヶ
月
以
下
の
労
働
者
派
遣
の
禁
止
な
ど
規
制
強
化
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
完
全
失
業
率
が
や
や
改
善

さ
れ
た
も
の
の
、
四
�
九
％
の
現
在
の
雇
用
情
勢
の
中
で
、
派
遣
労
働
者
と
し
て
働
く
機
会
を
大
き
く
制
限
す
る
と
、
多
く
の

労
働
者
が
失
業
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
よ
り
一
層
、
雇
用
機
会
の
喪
失
や
生
産
の
空
洞
化
を
招
く
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

民
主
党
が
国
民
に
提
示
し
た
規
制
強
化
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
常
用
型
雇
用
が
増
え
派
遣
型
雇
用
が
改
善
す
る
の
か
。
国

一



内
生
産
を
海
外
に
更
に
シ
フ
ト
す
る
恐
れ
は
な
い
と
い
え
る
の
か
。

二

民
主
党
政
策
集
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
二
〇
〇
九
で
は
、
中
小
零
細
企
業
で
最
低
賃
金
を
全
国
平
均
一
〇
〇
〇
円
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
を
目
指
す
と
あ
る
が
、
い
つ
か
ら
実
施
を
目
指
す
の
か
。
ま
た
、
そ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

三

三
月
一
日
の
日
本
経
済
新
聞
に
、
「
製
造
業
の
設
備
削
減
が
進
み
、
こ
の
ま
ま
、
円
高
や
内
需
低
迷
が
続
く
と
、
雇
用
へ

の
影
響
が
広
が
る
懸
念
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
鳩
山
内
閣
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

四

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
「
わ
が
国
製
造
業
企
業
の
海
外
事
業
展
開
に
関
す
る
調
査
報
告
」
に
よ
る
と
、
現
在
、
海
外

生
産
及
び
売
上
高
比
率
は
、
全
業
種
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
鳩
山
内
閣
は
こ
の
状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

五

民
主
党
の
雇
用
政
策
を
嫌
い
、
我
が
国
製
造
業
企
業
の
海
外
事
業
展
開
が
さ
ら
に
進
ん
だ
場
合
、
国
内
の
中
小
零
細
企
業

は
ど
う
な
る
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
失
業
率
は
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
と
見
る
の
か
。

六

労
働
環
境
を
は
じ
め
税
制
・
金
融
を
含
め
た
国
内
で
の
製
造
業
の
生
産
環
境
を
改
善
し
、
海
外
生
産
か
ら
、
国
内
生
産
へ

の
回
帰
を
図
り
、
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
鳩
山
内
閣
の
こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
は
如
何
。

七

国
内
の
メ
ー
カ
ー
は
こ
れ
ま
で
、
開
発
と
大
規
模
な
設
備
投
資
に
弛
ま
ぬ
努
力
を
し
、
輸
出
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
最
近

で
は
後
発
国
か
ら
激
し
い
追
い
上
げ
に
あ
い
、
厳
し
い
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
貿
易
立
国
を
支
え
て
き
た
日
本
の
製
造

二



業
を
、
今
後
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
え
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
鳩
山
内
閣
の
考
え
は
如
何
。

八

高
校
の
授
業
料
無
償
化
を
進
め
て
い
る
が
、
卒
業
生
を
受
け
入
れ
る
職
場
が
縮
小
し
て
い
て
は
、
税
の
投
資
効
果
が
な

い
。
長
期
的
に
職
場
環
境
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
鳩
山
内
閣
の
考
え
は
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


